
平成２３年度協議会の進め方
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平成２３年度の協議会の進め方

●第２７回協議会（平成２３年３月開催）で承認された、管理目標ワーキンググループを新たに設置し、検討を進める。

●広報について、勉強会を開催し、広報ワーキンググループの設置を進める。

荒川太郎右衛門地区
自然再生協議会

運営委員会

管理目標ＷＧ

生態系モニタリング
専門委員会

作業・検討を行い案を作成

自然再生地のモニタリン
グ計画・効果分析

協議会議事・事業の具体
的内容に係わる事前協議

事業の実施・維持管理に係
わる必要な事項を協議

モニタリング委員会と連携
して整備・維持管理の案を
検討し、作成する。

協議会に諮る、整備・維持
管理案の内容を提示して
協議

モニタリング計画
案・結果を報告

整備・維持管理の内容
を決定し、実行する。

自然再生地
の状況を
モニタリング
する。

協議事項

目標の達成度を
チェックし、今後の検
討に活用する。
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自然再生地の
整備・維持管理

自然再生地の整備・維持
管理の実施



平成２３年度の協議会の進め方

平成２３年度は、以下のスケジュールに基づき協議会を進める。

● 「上池の掘削」、「河畔林保全」の内容を秋までに決定し、平成２３年１１月から工事に着手する。

● 「湿地および止水環境の拡大」の姿を平成２４年３月までに検討し、翌年度の夏に協議会で決定した後、翌年度の平成２４年１１月から
工事に着手する。

● 平成２３年度の維持管理作業を決定し、今年度、実施する。
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生態系
モニタリング
専門委員会

管理目標
ワーキング

協議会
運営委員会

広報ワーキング

６／９，６／１９
・現地視察
・会長,副会長選出
・平成２３年度の進め方

７月、８月
・上池掘削案作成
・河畔林整備方針作成
・維持管理方針検討
（試行案の作成）

必要に応じて現地調査を
実施し、専門委員会とＷ
Ｇ同時開催とする。

８月～１０月頃 協議会で決定
・上池掘削案作成
・河畔林整備方針
・維持管理方針

・勉強会の開催

夏頃

試験的な維持管理作業
の実施

工事・維持管理

１１月～３月
上池掘削工事
河畔林保全、再生工事の実施
（４カ年の１年目）

９月～２月
・湿地及び止水環境
拡大地区の自然再生
方法を検討
・維持管理内容を検討

必要に応じて現地調査を
実施し、専門委員会とＷ
Ｇ同時開催とする。

・広報ワーキング（仮称）
メンバーの募集

３月
・湿地および止水環境拡
大地区の自然再生方
法案を作成

・維持管理方法案を
作成

必要に応じて現地調査を
実施し、ＷＧ同時開催と
する。

・広報戦略の検討

・広報戦略案の作成

１１月頃～ 協議会で審議
・湿地及び止水環境拡大エリア整備方針
・維持管理方針
・広報について

次年度
維持管理作業
モニタリング
湿地環境拡大ｴﾘｱ工事
河畔林保全再生工事

次年度

自然再生に向けた検
討を進める

６／１９
・現地視察
・委員長、副委員長選出
・H22モニタリング結果
・H23モニタリング計画

次年度



平成２３年度の協議会の進め方

旧流路の保全 湿地及び止水環境の拡大 河畔林の保全
（ハンノキ林の保全再生）

環境学習と安全な利用 維持管理

治水面での施策 河川縦断方向の連続性の確保 旧流路の流水路としての整備

実施計画書でとりまとめた事項

モニタリング

管理目標ワー
キンググループ

の範囲

生態系モニタリング専
門委員会の範囲

●実施計画書で定めた事項のうち、管理目標ワーキングでは「旧流路の保全」、「湿地及び止水環境の拡大」、「河畔林
の保全（ハンノキ林の保全再生）」、「維持管理」の事項を対象として検討を行う。

●検討した結果は、必要に応じ生態系ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ専門委員会に確認を行い、運営委員会を経て協議会に諮り決定する。
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